
議長メッセージ 
（議会 YouTube チャンネルで配信中） 

山北町議会は
、対話とつながりを大切にしています

1分でわかる委員会報告
（議会YouTube　　

チャンネルで配信中）

　
当
委
員
会
は
、
定
例
会
の
日
程
や
本
会

議
の
進
行
手
順
を
は
じ
め
、
会
議
規
則
や

委
員
会
条
例
な
ど
、
議
会
運
営
の
根
幹
と

な
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
担
う
中
心
的
な
委

員
会
で
す
。

　
多
様
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発

信
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
条
例
や
会
議
規

則
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は

「
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
調
査
・

検
討
」
を
テ
ー
マ
に
、
委
員
会
内
で
継
続

的
に
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
さ
ら

な
る
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

調
査
研
究
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議会運営のデジタル化へ議会運営のデジタル化へ議会運営のデジタル化へ議会運営委員会

◆議場へのデジタル機器の持ち込み
議会のデジタル化に向けた課題整理と検討事項

大野 徹也 委員長
池谷 仁宏 委員
熊澤 友子 委員

児玉 洋一 副委員長
高橋 純子 委員
遠藤 和秀 委員

令和８年３月定例会
条例・規則の改正（案）上程へ

【概要】
・議会運営の効率化や情報共有の迅速化、資料の電子化
（紙削減）による負担軽減などの観点から、デジタル機
器導入の必要性は高い。

・現在禁止されている議場
及び特別委員会でのPC・
タブレット等デジタル機
器の使用持ち込みを可能
とすべきでは。
・そのために委員会条例及
び会議規則等の必要な改
正を実施する。

議場ICT化は便利さと合わせて
ルールを大切に

◆タブレット端末導入に向けて

令和８年度
タブレット導入に向けた運用ルール作成へ

【概要】
・議員全員が効果的にデジタル機器を活用できるよう、
共通の運用ルールが必要。

・議員間で操作や活用方法に習熟度の差が生じないよう、
段階的な研修や説明会の実施が必要。

・日常的な操作上の疑問や
トラブル対応など、サポー
ト体制の整備が必要。
・円滑な議会運営につなげ
るため、導入後も運用状
況を検証し、必要に応じ
て改善を図る。

町も議会もタブレットは
必要不可決

◆YouTube、SNSを活用した情報発信

令和８年度
広報班で動画配信拡大に向け協議

【概要】
・議会のデジタル化に伴い、迅速でわかりやすい情報発
信の強化は必要。

・YouTube等動画配信については、本会議や委員会活動
の理解促進を目的とした内容構成・編集方法の検討が
求められる。

・投稿頻度、配信時間、
表現方法など、SNS・
動画配信共通の運用
ルールを定める必要が
ある。

山北町議会YouTube
一般質問以外も動画配信へ

◆例規集のデジタル化に向けて

令和８年度
デジタル化に向け町と協働

【概要】
・令和8年度を目途に、加除式例規集は段階を踏んで徐々
に減らしていく。

・紙の例規集廃止後は、議員が例規を円滑に閲覧・検索
できる環境整備が課題。

・タブレット等のデジタル機
器を活用した例規閲覧シス
テムの導入を含め、具体的
な閲覧手段や運用方法を検
討する必要がある。

・操作性、更新作業の効率化
についても検討を行う。

― 2025 ―― 2025 ―

山北町

これからの山北町を議会からこれからの山北町を議会から

２０２５年を振り返って議長メッ
セージ

議会活動レポート議会活動レポート

１. デジタル化への一歩
議員任期４年間も残り１年余となりま

した。災害やパンデミックなど非常時に

迅速な対応ができるよう、個人パソコン

やタブレットの本会議場への持ち込み

や、登庁が困難な場合でも会議に参加

できる体制づくりが必要です。このた

め、６月に議会運営委員会へ検討調査

を諮問し、11月に答申を受け、会議規

則や委員会条例等の改正に向けた環境

整備を進めています。

２. おしゃべりCafe
多くの皆さまにご協力をいただき、

ありがとうございました。

令和８年からは、各団体との意見交換

の場を計画するとともに、イベントなど

を通じて、より多くの町民の皆さまの声

をお聞きしていきたいと考えています。

ぜひご参加ください。

３. 2025年を振り返って
昨年５月に議長職を引き継ぎ、「開か

れた議会」「議員の資質向上」「議会活

動・委員会活動の活性化」を基本に取り

組んできました。全国的には「議員のな

り手不足」「政治における男女共同参

画」「デジタル化」などが課題とされてい

ます。議会として、少しでも前進できる

よう引き続き取り組んでまいりますの

で、町民の皆さまのご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。

議長メッセージ
（議会YouTube チャンネルで配信中）



鳥取県智頭町　
　ＡＩ乗合タクシー「のりりん」視察

ＡＩ活用で共助交通の確立を
・令和４年度までは町営バスを運行していたが、高齢者の利便性が低く

運行本数も少なかった。
・住民自治風土が根付いており100人委員会を開き、町がめざす共助交

通「のりりん」の検討、稼働へ。
・ＡＩにより最適運行ルートを作成し、ドアtoドアに近い形になり、更

には希望時間に近い予約が出来るため待ち時間も減少した。
・導入により運行収入２.５倍。赤字約４８０万削減。

山梨県道志村
　　　　水源を持つ自治体として

どう      し     むら

水源を持つ自治体としての更なる連携
・平成３０年３月以来の意見交換を実施。
・村の１／３が横浜私有林であり、横浜市が管理している。
・引き続き交流を図っていく。

AIにより最適ルートが運転手へ通知される

子育て環境の整備

廃校利活用で全国２位の道の駅に

・千葉県鋸南町の「道の駅保田小学校」は、平成２６年に閉校し
た旧保田小学校を再活用し、平成２７年１２月に開業した施設。
驚くべきは閉校から施設開業までのスピード感。

・校舎や体育館を生かし、教室は特産品販売や宿泊施設として活
用され、給食をイメージした食堂や直売所も併設。

・地域住民、民間企業など多様な主体が運営に関わり、交流人口
の拡大や地域活性化につながっている。

・廃校利活用の成功例として高い評価を受けている。
隣接する幼稚園跡地は、

雨でも遊べるキッズスペースに

運営母体は学童保育や子育て支援センターを

運営するNPO法人 「おたすけさんぽく」 の有償運送車両

水源を持つ自治体としての意見交換

香川県三豊市
　新たな再生可能エネルギー

好気性発酵乾燥で燃やさないごみ処理
・好気性発酵乾燥方式（トンネルコンポスト方式）は、ヨーロッ

パでは燃やさないごみ処理方式として一般化している。
・民設民営で稼働し、運営費については三豊市からの一般廃

棄物ごみ処理費と、処理後の固形燃料用原料の販売代金で
経営に努めている。

・焼却処理とは違い複雑な設備等を要さないため、イニシャル
コスト、ランニングコスト共に抑えることができる。

・設置スペースの確保（１万トンのごみに対し約１万平方メー
トルの土地）が必要。

・森林組合から脱臭用木質チップを調達し地域貢献にも努め
ている。

地元木材も活用され燃さないごみ処理を実現

　
当
委
員
会
で
は
、
後
期
２
年
間
の
活
動
と

し
て
「
新
東
名
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し
た

観
光
立
町
へ
の
取
り
組
み
」、「
地
域
公
共
交

通
の
今
後
」、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、
更
に
は
「
水
源

地
と
し
て
の
取
り
組
み
」
や
「
鳥
獣
対
策
」

な
ど
多
岐
に
渡
る
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
町
の
持
つ
魅
力
を
活
用
し
、
第
６
次
総
合

計
画
に
掲
げ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る
　
こ
こ

ろ
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
や
ま
き
た
」
の

実
現
に
向
け
町
に
提
言
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

心豊かに暮らせるまちづくりの実現へ心豊かに暮らせるまちづくりの実現へ心豊かに暮らせるまちづくりの実現へ 総務環境

池谷 仁宏 委員長
和田 成功 委員
大野 徹也 委員

瀬戸 伸二 副委員長
石田 照子 委員
遠藤 和秀 委員

常任委員会
　
当
委
員
会
で
は
、
前
期
２
年
間
に
引
き
続

き
、「
子
育
て
環
境
の
整
備
」
と
「
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
小
中
学
校
の
廃
校
施
設

の
利
活
用
や
、
山
間
地
域
に
お
け
る
訪
問
介

護
支
援
な
ど
、
当
町
で
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
分
野
に
つ
い
て
、
独
自
の
取
り
組
み
を
進

め
る
先
進
地
を
視
察
し
、
多
く
の
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
前
半
１
年
間
の
活
動
を
通
じ
て

得
た
知
見
を
も
と
に
、
い
つ
ま
で
も
高
齢
者

が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、
さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
に
向
け
、

調
査
研
究
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

健康長寿と子育て環境充実のまちへ健康長寿と子育て環境充実のまちへ健康長寿と子育て環境充実のまちへ福祉教育

児玉 洋一 委員長
冨田 陽子 委員
熊澤 友子 委員

高橋 純子 副委員長
府川 輝夫 委員
瀬戸 恵津子 委員

常任委員会

高齢者生活支援

ボランティアタクシーはお互い様の精神で
・災害時相互応援協定を結ぶ新潟県村上市の旧山北地区も海と

山に囲まれ、市内中心部まで４０分。

・高齢化・人口減少・公共バスの廃止など生活困難者が増加。
・令和６年度より「自家用有償旅客運送」運用開始。

・講習を受けた地元のドライバー（２５名）が自家用車で目的地
まで送迎。

山間部の訪問介護事業者に独自の支援
・訪問介護の基本報酬引き下げは事業者にとって死活問題。

・新潟県村上市は、全国に先駆け自治体独自の支援制度で市内
の介護事業者へ報酬改定前の差額分＋交通費を支援。

・現在当町における訪問介護事業者はない。主に近隣市町に依
存しているが、山間地域には行き届いていない。

・今後の制度改善や支援策について働きかけが必要である。

み     とよ     し

ち　   ず　ちょう

きょなんまち ほ   た

さんぽく

1分でわかる委員会報告
（議会YouTube　　

チャンネルで配信中）

1分でわかる委員会報告
（議会YouTube　　

チャンネルで配信中）


